
講演会のご案内 

世界経済のリスク： 
シナリオ分析の手法 

日時 
2018年4月 20 日（金） 
16：00 ～ 17：30（受付開始15：30） 

会場 
日経茅場町カンファレンスルーム 
 東京都中央区日本橋茅場町2-6-1 
 日経茅場町別館 地下1階  

講師略歴 

参加料（消費税込み） 
当日会場にてお支払い下さい。 

①1,000 円  CMA、CIIA、一
般会員、個人賛助会員、法人会
員・法人賛助会員の役職員、
CCMA、CMA受講生、大学生 
②無料 ①のうち首都圏（※）
以外に居住される方（勤務先が首
都圏の方を除く） 
③2,100円 日本証券アナリスト
協会認定PB資格取得者（上記1.
以外の方） 
④1,000円 同PB資格取得者
で首都圏（※）以外に居住される
方。ただし、勤務先が首都圏の方を
除く。 
⑤3,100円 上記①～④以外の
方 
 
 

申込方法 
     をクリックし、該当講演会の
「受付中」をクリックして下さい。入力・
送信の上、参加申し込み完了メール
を「参加証」として印刷し、当日は会場
受付に提出して下さい。 
マイページに登録している方（ID・パス
ワード取得者）は、マイページからお申
込み下さい。 
 

問合せ先 
日本証券アナリスト協会 
講演会・セミナー担当 
TEL 03-3666-1515 
FAX 03-5640-4529 
ﾒｰﾙ seminar@saa.or.jp  

長井 滋人（ながい  しげと）氏  
オックスフォード・エコノミクス  在日代表 

良好で安定した世界経済見通しが立脚する大前提（リスク）を示し、それ
が崩れた際の影響を定量的に分析するためのシナリオ分析の手法や、弊社
モデルによるシミュレーション結果を論じます。リスクとして、世界貿易の上振
れ、金融政策正常化の失敗、株価の調整、英国のEU離脱、米国発の関
税戦争、北朝鮮での紛争等を扱います。 

講演内容 

2017年7月にオックスフォード・エコノミクスの在日代表に就任するまでは日
本銀行に勤務し、国際局長や欧州統括役（ロンドン事務所長）、海外
調査担当課長として、金融政策決定会合への参加などを通じて海外経済
に関する情勢判断に携わる。1993－96年には日本銀行から国際通貨基
金へエコノミストとして出向。また、アジア金融協力や外貨資産運用の経験
も長いほか、2001年の量的緩和開始以降の日本の金融政策に関する海
外に対する情報発信にも一貫して従事。現在、同社の250人を超えるエコ
ノミスト・チームのシニアメンバーの一人として、日本経済の分析を主管すると
共に、同社の世界経済に関する分析や見通しについて日本のクライエントや
メディアなどに対する説明を行っている。 
1986年東京大学経済学部卒業、1992年タフツ大学フレッチャー法律外
交大学院で国際関係論修士を取得。 

講師 

申込み期限 
2018年 
4月13日（金） 

（※）東京都、神奈川県、千葉県、
埼玉県 

地 図 

こちら 

申込はこちら 

http://www.saa.or.jp/seminar/news/pdf/kayabacho_conference_map.pdf
https://www.saa.or.jp/dc/event/apps/seminar/SeminarShowList.do
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